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と
、
今
後
の
意
気
込
み
を
語
っ
て
く
れ
ま

し
た
。

　

ま
た
、
こ
の
表
彰
式
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ

ン
に
賛
助
出
演
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
、

㈲
ケ
ッ
ケ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
が
「
小
さ

な
親
切
」
運
動
賞
を
受
賞
。
同
社
所
属
の

声
優
さ
ん
が
学
校
で
紙
芝
居
上
演
を
行
う
、

山
陰
本
部
の
独
自
事
業
「
紙
芝
居
キ
ャ
ラ

バ
ン
」
に
協
力
し
、
同
本
部
よ
り
推
薦
を

「
２
０
２
０
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
、
福
島
県
は
聖
火

リ
レ
ー
の
ス
タ
ー
ト
地
点
に
選
ば
れ
、
野

球
と
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
の
会
場
に
も
な
っ
て

い
ま
す
。『
小
さ
な
親
切
』
運
動
を
海
外
の

方
に
知
っ
て
い
た
だ
く
機
会
に
も
な
り
ま

す
。
こ
の
受
賞
と
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
開
催

を
契
機
に
、
次
の
福
島
県
を
築
い
て
い
く

ス
テ
ッ
プ
に
な
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
」

　

今
年
度
の
全
国
表
彰
式
は
、
三
連
休

の
中
日
と
な
り
ま
し
た
が
、
好
天
に
も
恵

ま
れ
、
北
海
道
か
ら
沖
縄
ま
で
全
国
か
ら

３
３
０
名
の
方
に
お
越
し
い
た
だ
き
ま
し

た
。
開
会
前
か
ら
会
場
は
、
熱
気
で
い
っ

ぱ
い
で
す
。
山
口
県
か
ら
い
ら
っ
し
ゃ
っ

た
、
作
文
コ
ン
ク
ー
ル
入
賞
者
の
保
護
者

は
、「
こ
ん
な
に
盛
大
な
表
彰
式
と
は
思
っ

て
い
な
か
っ
た
の
で
驚
き
ま
し
た
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。

　

運
動
本
部
の
鈴
木
恒
夫
代
表
が
「
昭
和

38
年
、
前
回
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
一

年
前
か
ら
、
こ
の
運
動
は
始
ま
り
ま
し
た
」

と
運
動
の
歴
史
を
ま
じ
え
な
が
ら
開
会
の

　

次
に
、
第
34
回
「
小
さ
な
親
切
」
は
が

き
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
表
彰
で
す
。
今
年
度

は
若
い
方
か
ら
の
応
募
も
多
く
、
親
切
の

内
容
も
多
岐
に
渡
り
ま
し
た
。

　

大
賞
に
輝
い
た
茨
城
県
の
篠
原
凜
久
さ

ん
は
、
16
歳
の
高
校
生
。
残
念
な
が
ら
当

日
は
学
校
の
行
事
と
重
な
り
欠
席
で
し
た

が
、
作
品
は
久
嶋
博
久
・
福
井
県
本
部
事

務
局
長
が
朗
読
。
久
嶋
さ
ん
は
、
福
井
放

送
の
元
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
と
い
う
こ
と
も
あ

り
、
そ
の
朗
読
は
さ
す
が
、
の
一
言
で
し
た
。

　

そ
の
余
韻
の
残
る
中
、
作
文
コ
ン
ク
ー

ル
の
表
彰
へ
。
今
年
の
応
募
総
数
は

4
万
６
，３
２
３
編
。
ふ
と
受
賞
者
の
席
を

見
る
と
、
初
め
て
会
っ
た
者
同
士
な
の
に
、

楽
し
そ
う
に
会
話
を
し
て
い
る
姿
が
あ
り

心
が
和
み
ま
し
た
。

あ
い
さ
つ
を
行
い
、
い
よ
い
よ
式
が

始
ま
り
ま
し
た
。

　

ご
来
賓
の
富
永
健
嗣
・
内
閣
府
大

臣
官
房
総
務
課
管
理
室
長
も
、
ご
祝

辞
の
中
で
「
55
年
の
長
き
に
渡
っ
て

活
動
を
さ
れ
て
い
る
、
皆
様
の
熱
意

と
ご
努
力
に
敬
意
を
表
し
ま
す
」
と

述
べ
ら
れ
、
継
続
す
る
こ
と
の
意
義

に
触
れ
ら
れ
ま
し
た
。

　

式
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
石
井
麻

由
子
さ
ん
の
司
会
で
進
行
。
最
初
の
表
彰

は
、
親
切
運
動
に
長
く
ご
尽
力
い
た
だ
い

て
い
る
方
に
贈
ら
れ
る
内
閣
官
房
長
官
賞

で
す
。
5
名
の
方
が
壇
上
に
上
が
り
、
内

閣
府
の
富
永
管
理
室
長
よ
り
記
念
の
楯
と

表
彰
状
を
受
け
取
り
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　

♦

　

続
い
て
、「
小
さ
な
親
切
」
運
動
賞
の
表

彰
に
移
り
ま
す
。
今
年
度
の
大
賞
の
「
小

さ
な
親
切
」
運
動
福
島
県
本
部
は
、
毎
年

涙
と
笑
顔
が
た
っ
ぷ
り
の
時
間

全
国
表
彰
式

55
年
間
の
歴
史
を
重
ね
て

あ
ま
り
に
上
手
な
朗
読
に
、場
内
が
静
ま
り
返
る

平成30年度「小さな親切」運動
全国表彰式
日　時◦平成30年１１月２4日土
	 12：30～15：30
会　場◦	霞が関ビル35階
	 東海大学校友会館・阿蘇の間
主　催◦	公益社団法人「小さな親切」運動本部
後　援◦	内閣府・文部科学省・NHK

【プログラム】
表　彰◦内閣官房長官賞
　　　　「小さな親切」運動大賞
　　　　「小さな親切」運動賞
　　　　「小さな親切」実行章
　　　　第34回「小さな親切」はがきキャンペーン
　　　　第43回「小さな親切」作文コンクール
アトラクション◦耳と心で感じるリーディングドラマ

あいさつをする内閣府大臣官房総務課
富永管理室長

多
く
の
子
ど
も
た
ち
を
「
小
さ
な
親
切
」

実
行
章
に
推
薦
。
東
日
本
大
震
災
以
降

は
、
県
内
の
復
興
支
援
に
力
を
入
れ
、
運

動
本
部
が
行
う
被
災
地
域
で
の
工
作
教
室

や
、
声
優
さ
ん
に
よ
る
紙
芝
居
上
演
の
開

催
に
ご
協
力
く
だ
さ
る
な
ど
、
終
始
変
わ

ら
ぬ
子
ど
も
た
ち
へ
の
温
か
な
姿
勢
が
今

回
の
大
賞
受
賞
に
結
び
付
き
ま
し
た
。

　

福
島
県
本
部
の
坂
井
道
夫
・
東
邦
銀
行

常
務
取
締
役
は
、

　

驚
か
さ
れ
た
の
は
、
内
閣
総
理
大
臣
賞

の
田
渕
伶
愛
菜
さ
ん
、
文
部
科
学
大
臣

賞
の
岩
見
涼
さ
ん
の
作
文
朗
読
で
す
。
相

当
練
習
を
重
ね
た
の
で
し
ょ
う
が
、
見
事

な
朗
読
で
、
今
す
ぐ
に
、
声
優
や
ア
ナ
ウ

ン
サ
ー
と
し
て
デ
ビ
ュ
ー
で
き
そ
う
で
す
。

参
加
者
の
中
に
は
、
涙
を
浮
か
べ
な
が
ら

聞
き
入
っ
て
い
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

し
た
。

　

受
賞
者
の
中
に
は
、
2
年
連
続
で
上
位

入
賞
さ
れ
た
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。

作
文
能
力
に
加
え
、
人
を
見
や
る
姿
勢
が

身
に
付
い
て
い
る
の
で
し
ょ
う
。
受
賞
し

た
子
ど
も
た
ち
は
、
将
来
ス
マ
ホ
ば
か
り

見
て
、
周
り
に
気
を
配
る
こ
と
が
で
き
な

い
大
人
に
は
な
ら
な
い
だ
ろ
う
な
、
と
い

う
感
想
を
持
ち
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　

♦

　

休
憩
を
挟
ん
で
、
ケ
ッ
ケ
コ
ー
ポ
レ
ー

シ
ョ
ン
所
属
の
声
優
さ
ん
に
よ
る
「
耳
と

心
で
感
じ
る
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
ド
ラ
マ
」。
上

演
さ
れ
た
2
作
品
は
、
ど
ち
ら
も
今
年

度
の
入
賞
作
品
が
原
作
と
な
っ
て
い
ま
す
。

プ
ロ
の
演
出
と
技
術
に
か
か
る
と
、
作
品

に
は
新
た
な
説
得
力
と
魅
力
が
生
ま
れ
ま

す
。
内
閣
総
理
大
臣
賞
の
田
渕
さ
ん
の
作

文
は
、
原
作
に
も
選
ば
れ
「
自
分
が
書
い

た
も
の
な
の
に
、
感
動
し
て
涙
が
出
ま
し

た
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

上
演
後
の
声
優
さ
ん
た
ち
の
サ
イ
ン
会

も
大
賑
わ
い
で
、
笑
顔
が
多
く
生
ま
れ
た

表
彰
式
と
な
り
ま
し
た
。

　

参
加
し
て
く
だ
さ
っ
た
皆
様
に
、
こ
の

場
を
借
り
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

受
け
ま
し
た
。

  

「
小
さ
な
親
切
」
実
行
章
の
受
章
者
は
、

の
べ
５
８
８
万
人
に
達
し
ま
し
た
。当
日
は
、

作
文
コ
ン
ク
ー
ル
応
募
作
品
の
中
か
ら
実

行
章
に
推
薦
さ
れ
た
、
千
葉
県
の
柳
澤

亜
梨
沙
さ
ん
が
お
越
し
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

最
初
は
緊
張
の
面
持
ち
で
し
た
が
、
受
章

後
は
笑
顔
で
ご
家
族
と
写
真
を
撮
る
姿
が

印
象
的
で
し
た
。

作文朗読後インタビューを受ける田渕さん（左）と岩見さん（右）

はがきキャンペーン大賞作品を朗読する久嶋事務局長

涙と笑顔がたっぷりの時間全国表彰式

「小さな親切」運動大賞に輝いた福島県本部

平
成
30
年
11
月
24
日（
土
）。

平
成
30
年
度﹁
小
さ
な
親
切
﹂運
動
全
国
表
彰
式
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
様
子
を
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。



涙と笑顔がたっぷりの時間全国表彰式

今回の受賞は、本当に光栄で
嬉しく思います

子どもたちは、
自分が忘れてしまった感性を
思い出させてくれます

とても嬉しいです。
これからも親切を忘れない
ようにしたいです

今回のリーディングドラマの
原作となった作文には、号泣しました。
イマジネーションが刺激されて、
今思い出しても泣きそうです
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今
年
の
夏
休
み
、
三
歳
の
従い

と

こ
兄
弟
と
お
祭
り
に

行
っ
て
、
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
を
食
べ
て
い
た
と
き
の
こ

と
で
あ
る
。

　

お
祭
り
は
非
常
に
混
雑
し
て
い
て
、
歩
き
な
が
ら

食
べ
て
い
た
従
兄
弟
が
、
二
十
歳
前
後
の
男
性
に
ぶ

つ
か
り
、
男
性
の
服
に
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
を
つ
け
て

し
ま
っ
た
。
ま
だ
三
歳
だ
っ
た
の
で
、
自
分
の
ア
イ
ス

ク
リ
ー
ム
が
な
く
な
っ
た
こ
と
で
悲
し
く
な
り
、
泣

き
叫
ん
で
し
ま
っ
た
。

　

悪
い
の
は
も
ち
ろ
ん
こ
ち
ら
な
の
で
、
僕
は
謝
罪

し
よ
う
と
し
た
の
だ
が
、
男
性
は
急
い
で
ど
こ
か
に

行
っ
て
し
ま
っ
た
。
申
し
訳
な
く
て
探
そ
う
と
思
っ

た
が
、
従
兄
弟
が
泣
き
止
ま
な
い
の
で「
ど
う
し
よ

う
…
…
」と
、
い
っ
ぱ
い
い
っ
ぱ
い
に
な
っ
て
い
た
と

き
に
、
あ
の
男
性
が
走
っ
て
戻
っ
て
き
た
。

　

男
性
は
泣
い
て
い
る
従
兄
弟
に
笑
顔
で
、

「
ご
め
ん
ね
。
僕
が
ま
ち
が
っ
て
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム

食
べ
ち
ゃ
っ
た
。
新
し
い
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
を
買
っ
て

き
た
か
ら
食
べ
て
ね
」

と
渡
し
て
く
れ
た
。

　

従
兄
弟
も
泣
き
止
み
、
嬉
し
そ
う
に
ア
イ
ス
ク

リ
ー
ム
を
食
べ
始
め
た
。
僕
は
男
性
に
お
礼
を
告
げ

て
、
謝
罪
を
し
た
と
こ
ろ
、

「
気
に
し
な
く
て
い
い
よ
。
小
さ
い
子
の
お
世
話
は

❖
澤
田 

隆
一
さ
ん

 　
（
北
海
道
本
部
副
代
表
／

 　

㈱
ア
プ
ロ
ス
代
表
取
締
役
）

「
身
に
余
る
光
栄
で
す
。
あ

い
さ
つ
と
笑
顔
を
見
せ
る
と

い
う
こ
と
は
大
切
だ
と
思
っ

て
い
る
の
で
、
今
日
も
大
き

な
声
で
答
え
る
子
ど
も
た
ち
を
見
て
、
と
て
も
い
い

気
持
ち
に
な
り
ま
し
た
」

❖
植
草
　完
さ
ん

 　
（
千
葉
県
本
部
副
代
表
／
植
草
学
園
大
学
附
属
高
等
学
校
校
長
）

「
当
校
の
建
学
の
精
神
で
あ
る
、
徳
育
を
教
育
の
根

幹
と
し
て
い
ま
す
。
人
の

こ
と
を
思
い
や
り
、
役
に

大
変
だ
ね
」

と
、
と
て
も
優
し
く
言
っ
て
く
れ
、
本
当
に
心
が
透

き
通
る
よ
う
な
気
持
ち
に
な
れ
た
。

　

僕
は
、｢

男
性
の
あ
の
優
し
い
行
動
が
、
三
歳
の
従

兄
弟
に
も
理
解
で
き
る
の
か
な
」と
、
男
性
が
去
っ
て

い
く
後
ろ
姿
を
、
手
を
繋
い
で
見
て
い
た
。

　

従
兄
弟
が
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
を
お
い
し
そ
う
に
食

べ
る
の
を
見
て
、感
謝
の
気
持
ち
が
こ
み
あ
げ
て
く
る
。

　

本
当
に
あ
り
が
と
う
。

立
つ
こ
と
に
喜
び
を
持
つ
と
い
う
こ
と
は
、
こ
の
運

動
が
始
ま
っ
た
当
初
よ
り
、
現
在
の
方
が
必
要
だ
と

感
じ
て
い
ま
す
」

❖
戸
田 

ア
イ
子
さ
ん

 　
（
広
島
県
府
中
支
部
前
代
表
）

「
親
切
運
動
に
関
わ
り
、
い
ろ
い
ろ
な
役
を
さ
せ
て

も
ら
い
ま
し
た
。
い
い
こ
と
も
悪
い
こ
と
も
あ
っ
た
け

れ
ど
、
協
力
し
て
く
だ
さ
る
方
が
多
か
っ
た
の
で
続

け
て
こ
ら
れ
ま
し
た
」

❖
江
夏 

由
宇
子
さ
ん

 　
（
宮
崎
県
都
城
支
部
副
代
表
）

「
こ
の
活
動
で
い
ろ
い
ろ
な
方
と
出
会
う
こ
と
が
で

き
、
周
り
の
方
の
お
か
げ
で
こ
の
賞

を
い
た
だ
け
た
と
感
謝
し
て
い
ま
す
。

家
庭
に
も
こ
の
運
動
が
浸
透
し
て
欲

し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」

❖
長
谷
川 

清
一
さ
ん

 　
（
特
任
推
進
委
員
／
㈱
コ
ス
モ
プ
ラ
ン

 　

代
表
取
締
役
）

「
親
切
運
動
は
日
本
に
必
要
で
す
し
、

世
界
に
誇
れ
る
活
動
だ
と
思
い
ま
す
。

今
度
は
海
外
に
も
広
め
た
い
。
ま
た
、

日
本
の
発
展
の
裏
に
こ
う
い
う
活
動

が
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
も
ら
い
た
い

で
す
ね
」

第
34
回「
小
さ
な
親
切
」は
が
き
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン【
大
　賞
】　

ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
で
出
会
え
た
姿 

茨
城
県　

篠
原 

凜
久（
16
）

【
内
閣
官
房
長
官
賞
】

北
海
道　

澤
田 

隆
一

「
小
さ
な
親
切
」運
動
北
海
道
本
部
副
代
表

千
葉
県　

植
草　

完

「
小
さ
な
親
切
」運
動
千
葉
県
本
部
副
代
表

広
島
県　

戸
田 

ア
イ
子

「
小
さ
な
親
切
」運
動
府
中
支
部
前
代
表

宮
崎
県　

江
夏 

由
宇
子

「
小
さ
な
親
切
」運
動
都
城
支
部
副
代
表

沖
縄
県　

長
谷 

川
清
一

「
小
さ
な
親
切
」運
動
特
任
推
進
委
員

【「
小
さ
な
親
切
」運
動
大
賞
】

福
島
県

「
小
さ
な
親
切
」運
動
福
島
県
本
部

（
代
表　
北
村
清
士
／
東
邦
銀
行
取
締
役
頭
取
）

【「
小
さ
な
親
切
」運
動
賞
】

〈
団
体
の
部　
３
団
体
〉

栃
木
県

「
小
さ
な
親
切
」運
動
栃
木
支
部

（
代
表　
大
木
洋
三
／
元
栃
木
市
教
育
委
員
）

東
京
都

有
限
会
社
ケ
ッ
ケ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

（
代
表
取
締
役　
難
波
圭
一
）

長
野
県

「
小
さ
な
親
切
」運
動
須
高
支
部

（
代
表　
野
平
芳
一
／
㈱
地
域
総
合
計
画
代
表
取
締
役
）

〈
個
人
の
部　
２
名
〉

岩
手
県　

礒
﨑 

孝
男

（
個
人
会
員
）

香
川
県　

川
﨑　

登

（
さ
ぬ
き
市
寒
川
支
部
前
事
務
局
長
）

【「
小
さ
な
親
切
」実
行
章
】

〈
個
人　
５
名
〉

千
葉
県　

鎌
ケ
谷
市
立
中
部
小
学
校 

１
年

柳
澤 

亜
梨
沙

広
島
県　

呉
市
立
広
小
学
校 

４
年

髙
原 

瑠
梨

福
岡
県　

行
橋
市
立
今
川
小
学
校 

２
年

福
山 

凜
桜

福
岡
県　

行
橋
市
立
今
川
小
学
校 

３
年

福
山 

乃
彩

東
京
都　

福
生
市
立
福
生
第
二
中
学
校 

１
年

八
木 

翔
馬

応
募
総
数
２
，１
９
３
編

主
催
：
公
益
社
団
法
人「
小
さ
な
親
切
」運
動
本
部

後
援
：
日
本
郵
便
株
式
会
社　

読
売
新
聞
社

協
賛
：
株
式
会
社
河
出
書
房
新
社

【
大
賞
】

「
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
で
出
会
え
た
姿
」

茨
城
県　

篠
原 

凜
久 

（
16
）

【
日
本
郵
便
賞
】

「
び
わ
の
葉
」

三
重
県　

西
光 

幸
子 

（
71
）

【
読
売
新
聞
社
賞
】

「
Ｋ
さ
ん
に
も
ら
っ
た
実
り
」

兵
庫
県　

齋
藤 

恒
義 

（
69
）

【
河
出
書
房
新
社
賞
】

「
見
知
ら
ぬ
土
地
の
運
転
手
さ
ん
」

福
岡
県　

山
本　

築 

（
34
）

【
審
査
員
特
別
賞
】

「
陶
器
市
で
の
気
づ
き
」

埼
玉
県　

山
極 

尊
子 

（
37
）

【
入　

選
】　
20
名

秋
田
県

今
野 

芳
彦 

（
71
）

山
形
県

岸　

明
里 

（
23
）

宮
城
県

中
武 

智
子 

（
60
）

栃
木
県

叶
内 

理
沙 

（
23
）

東
京
都

北
川 

晶
子 

（
41
）

東
京
都

松
尾 

結
実 

（
16
）

千
葉
県

朝
倉 

和
香
奈 

（
16
）

千
葉
県

宗
廣 

香
苗 

（
47
）

神
奈
川
県

楓
川 

あ
け
み 

（
76
）

神
奈
川
県

栁
澤 

ユ
カ 

（
35
）

第
34
回「
小
さ
な
親
切
」

は
が
き
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
入
賞
・
入
選
者
25
名

受
賞
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

内閣
官房長官賞

「小さな親切」
運動賞

【団体の部】

「小さな親切」
実行章

❖
有
限
会
社
ケ
ッ
ケ
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン

 　
（
代
表
取
締
役
：
難
波
圭
一
）

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
所
属
の
声
優
さ
ん
ら

で
「
耳
と
心
で
感
じ
る
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
ド
ラ

マ
」
を
上
演
。

※
な
お
、「
小
さ
な
親
切
」
運
動
大
賞
・
運
動
賞
の
受

賞
者
の
活
動
内
容
の
詳
細
は
「
小
さ
な
親
切
」
誌
秋
号

（
№
５
１
２
）
で
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

❖
千
葉
県
　柳
澤 

亜
梨
沙
さ
ん

入
賞
作
品
紹
介
！

長
野
県

芝
﨑 

優
貴 

（
18
）

大
阪
府

長
瀬 

安
雄 

（
69
）

広
島
県

松
本 

容
子 

（
55
）

徳
島
県

悦
見 

由
佳 

（
41
）

高
知
県

森
田　

涼 

（
22
）

長
崎
県

神
代 

佐
和
子 

（
57
）

熊
本
県

小
山 

美
奈
子 

（
32
）

熊
本
県

古
田　

幹 

（
23
）

大
分
県

廣
田 

絢
子 

（
28
）

鹿
児
島
県

前
田 

五
十
鈴 

（
54
）

 【
審
査
員
よ
り
】

　

夏
祭
り
が
舞
台
の
こ
の
出
来
事
に
は
、
年
齢

の
違
う
三
人
の
男
子
が
登
場
し
ま
す
。
簡
単
に

説
明
で
き
ま
せ
ん
が
、
意
外
と
微
妙
な
関
係
性

で
す
。
特
に
、
作
者
は
真
ん
中
の
年
齢
。
幼
子

を
気
遣
い
な
が
ら
も
、
年
長
者
に
詫
び
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
立
場
で
す
。
け
れ
ど
、
相
手
の
方

は
驚
く
ほ
ど
迅
速
に
、
次
の
行
動
に
移
っ
て
い

ま
し
た
。
た
ぶ
ん
、
こ
の
方
に
と
っ
て
は
、
小

さ
な
子
を
悲
し
ま
せ
る
こ
と
の
方
が
重
大
事

だ
っ
た
の
で
し
ょ
う
。
作
者
が
、
少
し
年
上
の

青
年
に
抱
い
た
感
謝
と
尊
敬
の
気
持
ち
が
伝

わ
っ
て
き
ま
す
。

〈
団
体　
１
団
体
〉

山
形
県

高
畠
町
立
亀
岡
小
学
校
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【
内
閣
総
理
大
臣
賞
】

「
奇　

跡
」

徳
島
県　

徳
島
市
加
茂
名
南
小
学
校 

5
年

田
渕 

伶
愛
菜

【
文
部
科
学
大
臣
賞
】

「
勇
気
の
タ
オ
ル
」

島
根
県　

島
根
大
学
教
育
学
部
附
属
中
学
校 

3
年

岩
見　

涼

【「
小
さ
な
親
切
」運
動
本
部
賞
】2
名

「
あ
こ
が
れ
て
い
た
お
に
い
ち
ゃ
ん
」

鹿
児
島
県　

姶
良
市
立
漆
小
学
校 

2
年

川
島 

航
旗

「
親
切
の
バ
ト
ン
」

福
岡
県　

福
岡
教
育
大
学
附
属
小
倉
中
学
校 

3
年

櫻
井 

つ
ぐ
み

【
特
別
優
秀
賞
】

〈
小
学
生
の
部
〉 

3
名

「
背
中
の
言
葉
」

千
葉
県　

松
戸
市
立
新
松
戸
西
小
学
校 

5
年

石
山 

美
乃
莉

「
小
さ
な
元
気
」

静
岡
県　

浜
松
市
立
入
野
小
学
校 

5
年

氏
原 

琉
偉

「
残
っ
て
い
る
た
い
焼
き
の
重
み
」

香
川
県　

坂
出
市
立
東
部
小
学
校 

5
年

佐
藤 

紀
代

〈
中
学
生
の
部
〉 

3
名

「
親
切
を
す
る
側
も
、さ
れ
る
側
も
」

東
京
都　

桜
美
林
中
学
校 

3
年

山
本 

彩
佳

「
毎
日
が『
は
じ
め
ま
し
て
』」

香
川
県　

丸
亀
市
立
西
中
学
校 

2
年

庄
野 
海
和

「
心
の
弓
」

佐
賀
県　

佐
賀
県
立
致
遠
館
中
学
校 

2
年

横
田 

心
海

　

よ
く
遊
ん
で
い
る
公
園
の
近
く
の
小
さ
な
商
店
。

　

あ
る
日
、
そ
こ
に
カ
ー
ネ
ー
シ
ョ
ン
の
小
さ
な
花

束
が
売
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
二
百
五
十
円
で
す
。

　

家
で
、一
つ
お
手
伝
い
を
し
た
ら
十
円
も
ら
え
ま
す
。

が
ん
ば
れ
ば
、
私
に
も
買
え
る
か
も
！　
母
の
日
に
お

母
さ
ん
に
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
よ
う
！

　

そ
う
決
め
た
日
か
ら
、
毎
日
毎
日
た
く
さ
ん
の
お

手
伝
い
を
し
ま
し
た
。
母
の
日
の
朝
に
、
ち
ょ
う
ど

二
百
五
十
円
貯
ま
っ
て
、
な
ん
と
か
間
に
合
い
ま
し
た
。

　

急
い
で
お
店
に
行
っ
て
、花
束
を
お
店
の
お
ば
ち
ゃ

ん
の
と
こ
ろ
に
持
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　
「
お
母
さ
ん
に
あ
げ
る
ん
？　

や
さ
し
い
で
ぇ
。
絶

対
喜
ぶ
わ
。
ほ
な
、消
費
税
入
れ
て
二
百
七
十
円
ね
。」

　
「
え
っ
！？　

二
百
七
十
円
！？
」

　

当
時
の
私
は
、
小
学
校
に
入
学
し
た
ば
か
り
。
消

費
税
が
か
か
る
こ
と
を
知
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

二
十
円
足
り
な
い
の
で
買
え
ず
、
悲
し
く
て
、
恥

ず
か
し
く
て
、泣
き
そ
う
に
な
り
ま
し
た
。
お
ば
ち
ゃ

ん
に
、
二
十
円
足
り
な
い
こ
と
を
告
げ
る
と
、

　
「
ほ
な
、
消
費
税
分
ま
け
て
あ
げ
る
わ
。
二
百
五
十

円
で
え
え
よ
？
」

と
言
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

そ
れ
な
の
に
、
私
は
黙
っ
た
ま
ま
首
を
横
に
振
っ

て
し
ま
っ
た
の
で
す
。
ま
け
て
も
ら
っ
て
買
っ
た
ん

じ
ゃ
意
味
が
な
い
。
私
の
力
で
貯
め
た
お
金
で
買
い

た
か
っ
た
の
に
！　

そ
ん
な
ふ
う
に
思
っ
て
し
ま
い

　

あ
の
日
、
奇
跡
を
起
こ
し
て
く
れ
た
の
は
神
様

…
…
で
は
な
く
、
お
ば
ち
ゃ
ん
だ
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
で

し
ょ
う
か
。
い
っ
し
ょ
に
数
え
る
ふ
り
を
し
て
、
そ
っ

と
二
十
円
足
し
て
く
れ
た
ん
だ
と
思
い
ま
す
。

　

今
頃
思
い
出
し
て
気
づ
い
た
け
れ
ど
、
お
店
も

な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
し
、
お
礼
を
言
い
た
く
て
も
、

お
ば
ち
ゃ
ん
が
ど
こ
に
い
る
の
か
も
わ
か
り
ま
せ
ん
。

　

も
し
今
、
会
う
こ
と
が
で
き
る
な
ら
、
私
は
こ
う

言
い
た
い
で
す
。

　
「
あ
の
と
き
は
、
親
切
に
し
て
く
だ
さ
っ
て
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
そ
し
て
、
す
て
き
な
奇
跡
を

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。」

ま
し
た
。

　

お
ば
ち
ゃ
ん
は
、

困
っ
た
よ
う
な
顔
を

し
て
い
ま
し
た
が
、

　
「
お
金
、
数
え
て

み
る
で
？　

も
し
か

し
た
ら
、
あ
る
か
も
し
れ
ん
よ
？
」

と
言
い
ま
し
た
。

　

お
ば
ち
ゃ
ん
と
い
っ
し
ょ
に
一
、二
、三
、
…
…
と
数

え
て
い
き
、

　
「
二
十
四
、二
十
五
、
あ
れ
！？　

二
十
六
、二
十
七
！！

あ
る
わ
！　

ち
ゃ
ん
と
あ
る
あ
る
！
」

　

そ
ん
な
は
ず
は
な
い
の
で
す
。
家
を
出
る
前
に
、

な
ん
ど
も
な
ん
ど
も
数
え
た
の
に
。

　
「
き
っ
と
な
、
や
さ
し
い
子
や
け
ん
、
神
様
が
奇
跡

を
起
こ
し
て
く
れ
た
ん
じ
ゃ
わ
。
よ
か
っ
た
な
ぁ
！

　

ほ
な
、
確
か
に
二
百
七
十
円
、
も
ろ
う
た
け
ん
な
。

あ
り
が
と
う
。」

　

お
ば
ち
ゃ
ん
は
そ
う
言
っ
て
、
花
束
を
包
み
紙
に

き
れ
い
に
包
ん
で
持
た
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

不
思
議
な
気
持
ち
で
家
に
帰
っ
て
お
母
さ
ん
に
渡

す
と
、
お
母
さ
ん
は
私
を
抱
き
し
め
て
、

　
「
そ
う
や
っ
た
ん
、
こ
れ
買
う
た
め
に
い
っ
ぱ
い
お

手
伝
い
し
て
く
れ
て
た
ん
や
な
ぁ
。
う
れ
し
い
！　
あ

り
が
と
う
。」

と
言
っ
て
、
涙
を
流
し
て
喜
ん
で
く
れ
ま
し
た
。

【
優
秀
賞
】

〈
小
学
生
の
部
〉 

10
名

群
馬
県　

富
岡
市
立
高
瀬
小
学
校 

3
年

松
倉 

昊
生

栃
木
県　

栃
木
市
立
寺
尾
小
学
校 

3
年

小
林 

大
馳

埼
玉
県　

さ
い
た
ま
市
立
大
谷
場
東
小
学
校 

2
年

和
田 

崇
志

東
京
都　

暁
星
小
学
校 

6
年

工
藤 

維
斗

千
葉
県　

船
橋
市
立
法
典
小
学
校 

6
年

佐
藤 

陽
葵

静
岡
県　

富
士
市
立
富
士
第
一
小
学
校 

6
年

望
月 

瑠
七

福
井
県　

越
前
市
神
山
小
学
校 

2
年

山
腰 

惟
斗

京
都
府　

京
都
教
育
大
学
附
属
京
都
小
中
学
校 

初
等
部 

4
年

鈴
木 

文
華

山
口
県　

下
松
市
立
久
保
小
学
校 

3
年

武
智 

春
香

鹿
児
島
県　

鹿
児
島
大
学
教
育
学
部
附
属
小
学
校 

2
年

石
原 

佳
歩

〈
中
学
生
の
部
〉 

９
名

青
森
県　

む
つ
市
立
む
つ
中
学
校 

2
年

石
谷 

檜
葉

岩
手
県　

岩
手
県
立
一
関
第
一
高
等
学
校
附
属
中
学
校 

2
年

阿
部 

千
咲

山
形
県　

山
形
市
立
第
六
中
学
校 

2
年

土
屋 

花
音

静
岡
県　

静
岡
市
立
藁
科
中
学
校 

2
年

大
棟 

真
衣

福
井
県　

坂
井
市
立
丸
岡
中
学
校 

1
年

中
山 

結
月

山
口
県　

岩
国
市
立
由
宇
中
学
校 

1
年

竹
本 

圭
佑

山
口
県　

宇
部
市
立
川
上
中
学
校 

2
年

藤
本 

美
南

第
43
回「
小
さ
な
親
切
」作
文
コ
ン
ク
ー
ル　

入
賞
・
入
選
者 

１
２
９
名

福
岡
県　

久
留
米
市
立
屏
水
中
学
校 

3
年

木
下 

舞
桜

宮
崎
県　

宮
崎
市
立
広
瀬
中
学
校 

1
年

黒
木 

陽
奈
子

【
入　

選
】

〈
小
学
生
の
部
〉 

50
名

青
森
県　

南
部
町
立
向
小
学
校 

2
年

三
浦 

琉
聖

山
形
県　

山
形
市
立
蔵
王
第
一
小
学
校 

2
年

漆
山　

蓮

山
形
県　

長
井
市
立
長
井
小
学
校 

6
年

川
村 

理
未

山
形
県　

高
畠
町
立
高
畠
小
学
校 

6
年

黒
田 

さ
く
ら

福
島
県　

大
玉
村
立
大
山
小
学
校 

6
年

菊
田 

実
咲

栃
木
県　

栃
木
市
立
吹
上
小
学
校 

4
年

大
田
和 

玲
来

栃
木
県　

栃
木
市
立
藤
岡
小
学
校 

5
年	

須
藤 

星
成

埼
玉
県　

川
口
市
立
戸
塚
南
小
学
校 

3
年

沖
中 

二
葉

東
京
都　

文
京
区
立
昭
和
小
学
校 

4
年	

飯
塚 

荘
太

東
京
都　

新
宿
区
立
牛
込
仲
之
小
学
校 

6
年

菊
池　

建

千
葉
県　

船
橋
市
立
法
典
東
小
学
校 

3
年

松
本 

夏
帆

千
葉
県　

鎌
ケ
谷
市
立
西
部
小
学
校 

3
年

渡
部 

凜
音

千
葉
県　

旭
市
立
共
和
小
学
校 

4
年

小
川 

陽
葵

千
葉
県　

御
宿
町
立
御
宿
小
学
校 

6
年

永
瀨 

麻
亜

長
野
県　

長
野
市
立
川
中
島
小
学
校 

6
年

髙
橋 

一
愛

長
野
県　

茅
野
市
立
米
沢
小
学
校 

6
年

樋
口 

葵
衣

静
岡
県　

富
士
市
立
青
葉
台
小
学
校 

2
年

沖
島 

美
櫻

静
岡
県　

静
岡
市
立
清
水
入
江
小
学
校 

3
年

髙
田 

莉
彩

静
岡
県　

磐
田
市
立
磐
田
北
小
学
校 

3
年

相
馬 

隆
之
介

福
井
県　

鯖
江
市
神
明
小
学
校 

5
年	

杉
本 

鴻
喜

福
井
県　

坂
井
市
立
高
椋
小
学
校 

6
年

坪
田 

萩
圭

奈
良
県　

大
和
高
田
市
立
高
田
小
学
校 

1
年

小
畑 

茉
奈
美

奈
良
県　

生
駒
市
立
生
駒
小
学
校 

4
年

川
崎 

愛
花
里

岡
山
県　

倉
敷
市
立
赤
崎
小
学
校 

5
年	

大
西 

立
空

広
島
県　

福
山
市
立
霞
小
学
校 

4
年

宮
川 

真
奈

山
口
県　

岩
国
市
立
神
東
小
学
校 

2
年	

西
村 

仁
里

山
口
県　

柳
井
市
立
柳
井
小
学
校 

3
年

山
元　

俊

山
口
県　

光
市
立
岩
田
小
学
校 

3
年

岩
神 

咲
哉

山
口
県　

周
南
市
立
高
水
小
学
校 

5
年

荒
川 

智
宏

山
口
県　

岩
国
市
立
由
宇
小
学
校 

6
年

齊
藤 

虹
心

香
川
県　

観
音
寺
市
立
高
室
小
学
校 

1
年	

真
鍋　

光

香
川
県　

高
松
市
立
古
高
松
南
小
学
校 

3
年

上
野 

杏
樹

香
川
県　

坂
出
市
立
金
山
小
学
校 

4
年	

大
谷 

紗
也

香
川
県　

三
豊
市
立
仁
尾
小
学
校 

4
年

藤
田 

柚
葉

香
川
県　

高
松
市
立
仏
生
山
小
学
校 

6
年

坂
賀　

憩

徳
島
県　

徳
島
市
沖
洲
小
学
校 

2
年

近
藤 

画
十

徳
島
県　

徳
島
市
津
田
小
学
校 

6
年

林　

創
太

徳
島
県　

徳
島
文
理
小
学
校 

6
年

近
藤 

麻
友

福
岡
県　

西
南
学
院
小
学
校 

1
年

佐
藤 

仁
奏

福
岡
県　

北
九
州
市
立
熊
西
小
学
校 

2
年

上
島 

結
雫

福
岡
県　

行
橋
市
立
行
橋
小
学
校 

2
年

前
田 

花
音

福
岡
県　

北
九
州
市
立
大
里
柳
小
学
校 

4
年

田
中 

愛
亜

福
岡
県　

久
留
米
市
立
長
門
石
小
学
校 

5
年

山
手 

春
翔

熊
本
県　

山
鹿
市
立
八
幡
小
学
校 

2
年

鹿
子
木 

蒼
太

熊
本
県　

天
草
市
立
本
渡
南
小
学
校 

5
年

岩
永 

和
夏

大
分
県　

杵
築
市
立
大
内
小
学
校 

5
年

大
森 

海
斗

鹿
児
島
県　

池
田
学
園
池
田
小
学
校 

1
年

宮
元 

詩
乃

鹿
児
島
県　

鹿
児
島
市
立
桜
丘
西
小
学
校 

3
年

森
薗 

滉
也

ア
メ
リ
カ　
中
部
テ
ネ
シ
ー
日
本
語
補
習
校 

小
学
部 

3
年

袴
田 

明
日
香

イ
ギ
リ
ス　

ロ
ン
ド
ン
日
本
人
学
校 

小
学
部 

6
年

犬
塚 

万
尋

〈
中
学
生
の
部
〉 

50
名

北
海
道　

札
幌
市
立
屯
田
北
中
学
校 

2
年

小
山 

ひ
か
る

北
海
道　

函
館
市
立
深
堀
中
学
校 

2
年

川
口　

舜

青
森
県　

青
森
市
立
古
川
中
学
校 
2
年

村
田 

玄
季

山
形
県　

山
形
市
立
第
四
中
学
校 

1
年

伊
藤 

夢
真

群
馬
県　

富
岡
市
立
南
中
学
校 

2
年

岡
田 

歩
未

栃
木
県　

栃
木
市
立
栃
木
西
中
学
校 

1
年

新
村 

成
奈
子

埼
玉
県　

さ
い
た
ま
市
立
白
幡
中
学
校 

2
年

高
根
沢 

莉
子

東
京
都　

学
習
院
女
子
中
等
科 

2
年

金
子 

瑛
美

東
京
都　

八
王
子
市
立
鑓
水
中
学
校 

2
年

大
竹　

葵

東
京
都　

新
宿
区
立
新
宿
中
学
校 

3
年

菅
野 

光
紗

千
葉
県　

松
戸
市
立
第
一
中
学
校 

1
年

宮
城 

琴
羽

千
葉
県　

松
戸
市
立
河
原
塚
中
学
校 

2
年

右
髙 

美
咲

千
葉
県　

松
戸
市
立
旭
町
中
学
校 

3
年

小
栁 

咲
季

千
葉
県　

船
橋
市
立
法
田
中
学
校 

3
年

渡
邉 

芽
衣

千
葉
県　

鎌
ケ
谷
市
立
第
三
中
学
校 

3
年	

駒
米 

創
陽

千
葉
県　

大
網
白
里
市
立
増
穂
中
学
校 

3
年

川
嶋 

航
平

千
葉
県　

い
す
み
市
立
岬
中
学
校 

3
年

椚
山 

亜
莉
沙

神
奈
川
県　

秦
野
市
立
渋
沢
中
学
校 

2
年

市
野 

凜
音

岐
阜
県　

美
濃
加
茂
市
立
西
中
学
校 

1
年

小
島 

夢
葉

長
野
県　

中
野
市
立
南
宮
中
学
校 

2
年

茂
手
木 

伸
伍

長
野
県　

飯
田
市
立
高
陵
中
学
校 

2
年

串
原　

綾

福
井
県　

南
越
前
町
立
今
庄
中
学
校 

1
年

石
川　

薫

福
井
県　

敦
賀
市
立
気
比
中
学
校 

3
年

羽
根 

聡
一
朗

三
重
県　

四
日
市
市
立
西
朝
明
中
学
校 

2
年

豊
田 

獅
童

奈
良
県　

河
合
町
立
河
合
第
二
中
学
校 

2
年	

岡
村 

実
奈

奈
良
県　

奈
良
市
立
富
雄
南
中
学
校 

3
年

岩
澤 

絵
梨
蕗

奈
良
県　

桜
井
市
立
桜
井
中
学
校 

3
年

弓
場 

香
奈

大
阪
府　

大
阪
市
立
旭
陽
中
学
校 

2
年

村
田 

亜
聡

大
阪
府　

大
阪
市
立
咲
く
や
こ
の
花
中
学
校 

3
年

杉
本　

空

鳥
取
県　

鳥
取
大
学
附
属
中
学
校 

3
年

鈴
木 
小
晴

岡
山
県　

倉
敷
市
立
児
島
中
学
校 

3
年

池
上 

雅
泰

広
島
県　

呉
市
立
宮
原
中
学
校 

3
年

尾
﨑　

遥

山
口
県　

防
府
市
立
華
西
中
学
校 

1
年

柳 

颯
太
朗

山
口
県　

周
南
市
立
鼓
南
中
学
校 
3
年

清
水 

穂
香

香
川
県　

高
松
市
立
牟
礼
中
学
校 

1
年

久
部 

藍
子

香
川
県　

宇
多
津
町
立
宇
多
津
中
学
校 

2
年

和
田 

悠
里

香
川
県　

高
松
市
立
玉
藻
中
学
校 

3
年

古
竹 

虹
穂

香
川
県　

高
松
市
立
木
太
中
学
校 

3
年

大
當 

陽
南

愛
媛
県　

今
治
明
徳
中
学
校 

3
年

塩
田 

真
幸

福
岡
県　

福
岡
市
立
照
葉
中
学
校 

1
年

山
浦 

菜
摘

福
岡
県　

福
岡
市
立
警
固
中
学
校 

3
年

松
本 

亜
依

熊
本
県　

熊
本
市
立
三
和
中
学
校 

2
年

福
島 

菜
月

熊
本
県　

熊
本
大
学
教
育
学
部
附
属
中
学
校 

2
年

廣
岡 

里
奈

大
分
県　

別
府
市
立
青
山
中
学
校 

1
年

牧　

莉
人

大
分
県　

杵
築
市
立
山
香
中
学
校 

2
年

佐
藤 

萌
音

宮
崎
県　

都
城
市
立
五
十
市
中
学
校 

1
年

中
村 

心
音

宮
崎
県　

西
米
良
村
立
西
米
良
中
学
校 

3
年

濵
砂 

夢
芽

鹿
児
島
県　

鹿
児
島
市
立
坂
元
中
学
校 

2
年

中
野 

怜
奈

鹿
児
島
県　

姶
良
市
立
帖
佐
中
学
校 

3
年

川
上 

夏
穂

中
国　

広
州
日
本
人
学
校 

中
学
部 

1
年

橋
下 

空
良

第
43
回「
小
さ
な
親
切
」作
文
コ
ン
ク
ー
ル【
内
閣
総
理
大
臣
賞
】　

奇
　跡
　
　
　
　
　   

徳
島
県　
徳
島
市
加
茂
名
南
小
学
校　
５
年　

田
渕 

伶
愛
菜

応
募
総
数
４
６
，３
２
３
編
（
小
学
生
：
１
１
，３
９
４
編
／
中
学
生
：
３
４
，９
２
９
編
）

主
催
：
公
益
社
団
法
人「
小
さ
な
親
切
」運
動
本
部

後
援
：
内
閣
府　

文
部
科
学
省　

Ｎ
Ｈ
Ｋ　

毎
日
新
聞
社

協
賛
：
カ
シ
オ
計
算
機
株
式
会
社　

株
式
会
社
サ
ク
ラ
ク
レ
パ
ス

※
氏
名
の
旧
字
体
・
異
字
体
に
つ
い
て
は
一
部

常
用
漢
字
で
表
記
し
て
い
ま
す
。

 【審査員より】

　最終審査では、真っ先にこの作品の大臣賞
受賞が決まりました。まず物語としての起承転
結があり、完成度が高いものでした。そして
なにより、花屋のおばちゃんの機転には、その
場の誰もかなわないと思ったからだと思います。
いくつもの人生経験から身に付いたものなので
しょう。おばちゃんは奇跡の技で、その場の膠
着状態を簡単に打ち破ってしまいました。こう
した技を身に付けると、「親切」はもっと素直
に実行できるのかもしれません。

ＶＯＩＣＥ

　受賞は本当にびっくりしました。できれば
奇跡を見せてくれた花屋のおばさんにも報
告したかったのですが、もうお店を辞められ
てしまって連絡できないことが残念です。


